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他 の ス テ ー ジ に 比 べ る と ま っ た く異 っ た｡ す な わ ち, 相 転 移 温 度 が

30Ⅹ程 度 も高 く, ま た cooling過 程 に お い て は ピ ー ク は 現 れ ず, heaレ
ing過 程 に お い て の み 幅 広 い ピ ー ク が 現 れ た｡

7. 金属のメタ磁性 とフェルミ液体モデル
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8. 複合多芯線の磁化特性に関する研究
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加
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多芯線 と呼ばれるものが使用されている｡
る
た
よ
し
と､ 円形断面をもつ超伝導線の長さ方向に直
時 の､ 単位体積当りの ヒステリシス損失Qhは､
Bmと磁場の周波数f､超伝導体の占積率入､ 臨界

伝導フィラメン トの直径dfの積に8/3汀を掛けたもの
できる｡ そこで様々なフィラメン ト径の複合多芯線の

ヒステリシス損失の実測値か ら逆にフ.イラメン ト径を
等価フィラメン ト径deffという)｡ これをフィラメン
dfで規格化 したdeff/dfによって比較検討 した｡ その
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